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実施状況

 

時間 内容 状況写真 

15:00～ 

15:30 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

①自己紹介 

 

 

15:30～ 

17:00 

ミーティング 

①市長挨拶 

②ミーティング 

 レクチャー 

③情報提供 

（市長公室) 

④意見交換 

（グループワー

ク） 

⑤市長感想 

  

テ ー マ 
市の情報発信について  

～市民へ伝わる、市民とつながる広報へ～ 

日 時 令和４年１０月１８日（火）午後３時００分～午後５時００分 

場 所 富谷市学校給食センター 会議室 

座 長 宮城大学 事業構想学群 准教授 佐々木 秀之 

参 加 者 

一般参加   １２名 

宮城大学学生  ３名 

富谷市     ７名（市長、市長公室長、市長公室長補佐、市民協働課４名） 

傍聴者     ９名   報道     １名 
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市長挨拶 

皆様こんにちは。本日は令和４年度第２回目のとみやわくわくミーティング

にご参加いただきましてありがとうございます。 

このわくわくミーティングは、私が就任してから、直接市民の皆様に色んな

ご意見を頂き、直接市政の場に反映させていきたいということで設置させてい

ただいたもので、毎回色々なテーマを設定し開催してまいりました。これまで

も様々なご意見をいただき、多くの自治体評価ランキングにおいて東北・県内

１位を連続して頂いているのも、こういった機会にいただける貴重なご意見が、改善や新しい事業への

取組のきっかけにつながっていると思っております。 

本日のテーマは「市の情報発信」ということで、市民の皆様へしっかりと伝わるような形にしていか

なければならないということで取り上げさせていただきました。富谷は今、「住みたくなるまち日本一」

というのを核にさせていただいております。富谷市は 1960 年の国勢調査からずっと人口が増え続け

ておりまして、国立社会保障・人口問題研究所による推計でも、2045 年まで増え続けるのは、東北で

は富谷市のみというふうに言われています。2045 年まで増えるのであれば 100 年間、2060 年まで増

え続けるまちをなんとか目指せないかということで、掲げたのがこのスローガンでございます。そのた

めには全国に富谷市を発信していかなければと思っております。そして、それ以上に、富谷に住んでい

ただいている市民の皆様に、市の取組をいかにしっかりと正しく伝えられるかというのが大事なこと

です。色々な取組を行っていても、市民の皆様に利用していただけなければ意味がないわけで、そこの

部分が課題であると我々は感じております。そういったところで、今年から広報戦略プロジェクトチー

ムを設置し、今、あらゆる広報戦略に取り組んでいるところでございます。市としては、例えば「広報

とみや」を毎月発行していますけれども、かなり最新の市の取組を満載しております。市では広報を見

ていただいている前提で進めているのですが、全ての人に見ていただいているかと言えば、そうではな

いというのが現実でございます。広報紙そのものをいかに見てもらうか、市民の方全員に見ていただけ

る広報紙をどう作るかとかですね。他には SNS、LINE ですとか Facebook、Twitter 等色々な取組を

しております。公式 LINE を県内で最初に取り入れたのは富谷市でございまして、SNS での情報発信

も先進的に進めているところでございますが、まだまだ足りないというのが現状でございます。そうい

ったところを今日は、市民の皆様に忌憚のないご意見をいただいて、更に富谷を、まずは市民の皆様に

しっかりと情報を伝えられるような広報の取組について、ご意見をいただきたいと思います。そして市

外に、富谷へ目を向けてもらえるような、住みたくなるような情報をしっかりと発信できるよう、その

両面を両立していきたいと思っておりま

すので、本日はどうぞよろしくお願い申

し上げます。 

本日も佐々木先生に座長をお務めいた

だきます。また、サポートとして学生の

皆さんにもご協力いただきましてありが

とうございます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 



3 

ミーティングレクチャー（座長) 

今日は、「とみやど」でのインターンシップに参加している宮城大学の事業構

想学群の学生が来ています。事業構想学では、マーケティングという科目で、情

報発信について学びます。とても人気のある科目であり、今日のテーマも関心の

高いものだと思います。情報発信において、講義では、情報というのは能動的な

ものと受動的なものの 2 種類に分けられるということを学びます。情報を受け取

る側は、受け取りに行かなくとも入ってくる情報と、何らかの方法を用いて自分

で取りに行く情報があることをイメージするでしょう。発信する側は、これを、プル型とプッシュ型に

分類し、シーンや対象にあわせて、使いこなすことが求められているのです。ここで、この 2 つの使

い分けについて、捉え方の軸の整理をしてみましょう。皆さんの市の情報の入手法について教えてく

ださい。 

皆さんから、市からの情報を受け取る手段として挙げてもらったものを、プル型とプッシュ型に分

けてみました。プル型の受け取るものとして、皆さんから多く挙げられたのが、「広報とみや」であり、

そして市の公式ホームページでした。この 2 つは連動していると思いますが、情報量としては紙媒体

の「広報とみや」は限られますので、詳細の検索や最新の情報をホームページで見ているということか

と思います。デジタル化の時代ですが、紙媒体も大切にしているということが見て取れました。あとは

社協などの新聞も挙げられています。それから近隣の口コミがあります。これはインフルエンサー的

な要素もあって、重要な伝達手段とも成りえています。これをプッシュとプルのどちらに入れるかは

悩むところだと思います。次に、プッシュ型として公式 LINE とか Instagram、Facebook、Twitter

など、SNS と呼ばれるソーシャルメディアが数多く挙げられています。ソーシャルメディアも、情報

入手の手段として重要視されていることがわかります。 

では、この結果を踏まえ、市における情報発信戦略について、「市民へ伝わる、市民とつながる広報」

をどのように考えているか、市長公室から情報提供いただければと思います。それではよろしくお願

いします。 
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情報提供（市長公室) ～別紙「令和 4 年度第 2 回とみやわくわくミーティング資料」に基づき説明～ 

改めまして皆さんこんにちは。現在、富谷市が行っております情報発信の概略についてご説明申し

上げます。 

まず資料の２ページ目をご覧ください。本市が行っている情報発信の種類をまとめております。右

側の表ですね。情報発信の中心と考えていますのは、やはり「広報とみや」、それから市の公式ホーム

ページになります。この二つの展開をしながら市の公式 SNS、LINE や Instagram、そういったもの

を使って、情報を見ていただけるように誘導するということで今やっております。また、その下にあり

ます報道機関等については、市制を敷いてから市長が毎月 1 回、定例の記者会見を開いております。

その会見の際に市が行う事業、あるいはイベントを新聞・テレビ局に積極的に情報提供しております。

その他にも様々なものを使っておりますけれども、防災関係ですね、安全安心メール、それから防災行

政無線と、そういったものを使って皆様に発信をしております。左上に「LINE は PUSH 型の重要ツー

ル」と入れておりますけれども、メールと同じく LINE

はプッシュ型。皆様のお手元に情報を届けられるとい

うことで、SNS の中でも一番有効に使えるツールとい

う認識で今行っております。また「広報とみや」につ

いても皆様全世帯にお配りする紙媒体の情報ツール

と、同じようにプッシュ型のツールと考えております。 

３ページ目をご覧いただきたいと思います。「SNS

を積極的に活用」ということで挙げておりますけれども、表をご覧ください。それぞれ運用を開始した

時期は違いますが、2018 年から LINE を始めました。9 月末現在で 8600 名の方に登録していただい

ております。1 年前と比べますと 1500 名程増えておりまして、昨年、コロナのワクチン接種の予約を

LINE で出来るようにしたこともあり急増したものでございます。これより前の時期と比べますと

5000 名程増になっている状況です。それから Instagram の方も徐々に数を増やしていっている状況

でございまして、2300 名弱まで登録者数を増やしてまいりました。その他 Twitter、Facebook も微

増ではございますけれども、増えてきております。 

４ページになります。こちらには各 SNS の発信状況を表でまとめました。今年度の４月から９月ま

での数字、それから一番下の「計」のカッコ書きは昨年度の４月から９月までの発信数になります。例

えば LINE ですと今年度 145 件発信していますが、昨年度は 63 件と、今年度は大幅に増えています。

右から二番目の欄の Facebook もご覧いただきたいんですけれど、233 件、100 件ほど増えているよ

うな状況になっております。 

７ページをご覧ください。これまで市長を先頭に情報発信を積極的に行ってきましたが、ここでも

う一度戦略的に広報というのを研究しましょうということで、今進めております。コロナ禍において

事業・イベントを中止・縮小してきましたので、発信の件数が減ってきたというのもあり、まずは発信

を増やすということをやっております。先程の表で示したものになりますが、併せて皆様に楽しく見

ていただく、読んでいただく、興味を持っていただく。そういうこともあって、発信する内容の質を

今、一生懸命変えようということで情報発信を行っております。 

8 ページになります。プロジェクトの方向性としましては、市民の皆様のシビックプライドの醸成、
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市外の方には富谷市を知ってもらうといったことでのシティプロモーション。市の職員については広

報スキルの向上、広報意識の醸成、こういったことをしながら、情報発信体制を強化していこうという

ことで行っております。 

また、表紙に戻らせていただきますが、今までは市民の皆様へ、先ずは情報を提供するということで

進めてきたものを、市民の皆様に伝わる、あるいは

その情報発信をすることで市民の皆様とつなが

る、そういった広報の仕方をこれからしていきた

いということで進めているところです。 

駆け足ではございますが、今進めている情報発

信の概要について説明をお話しさせていただきま

した。今日は皆様から様々なご意見を頂戴して、こ

れからの情報発信につなげていきたいと思います

ので、どうぞよろしくお願いいたします。 
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テーマ 1：行政情報の効果的な発信について、その方策等の提言 

 

〈中間発表〉 

色んな世代が集まったんですけど、皆さん情報を見る媒体が違

っていて。色んな媒体がある中で、全ての世代に効率的にどう情

報を伝えていけばいいのかということで、議論を進めていました。 

学生がいたりして、Instagram の話で盛り上がっていたんです

けど、逆に Instagram とかは全然分からないんだみたいな世代も

あったりして。そこの世代間のギャップが結構印象に残っていま

す。 

 

 

Aチーム 

 

〈まとめ〉 

 裏側など仕事風景を Instagram で発信。 

（風景写真が多く現状マンネリ化している。） 

 広報紙をメインの発信ツールとして残したい。 

 友達が掲載されたりすると、若い世代も広報紙を見る 

かもしれない。 

 すべての世代に届けるのにはどうしたらいいのか、 

世代間で情報の受け取り方に大きくギャップがある。 
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〈中間発表〉 

今日、とみぷらで SNS 講座があって、そこで 50・60 代の方に SNS の使い方を聞いていたんです。

ある方はブログを 1 日 3 回、4・5 年間毎日あげていて。ハッシュタグも何もつけていないのに、1 日

1400 ビューまでいくそうなんです。とにかく、毎日継続して出来ることが大事だよねという話になっ

て。簡単なことだから出来る、続けられる。フランクに難しく考えずに出来るから愛着が湧くっていう

ところから色々、例が出てきて。最近だと、TikTok とかを自治体でやっているところもあって、小池

都知事が色々なユーチューバーとコラボして、コロナ対策のマスク着用を呼びかける動画を投稿して

いたのが印象的だったという話が出ました。 

まずは広報紙だよねとなって、会場の１階にあった広報紙をもらってきて色々見ていたんですけど、

このグループの皆さんは普段から広報紙を読まれていて。どういう記事が面白いのかってなったら、

やっぱり市民が参加しているものなんです。自分がよく見るのはこの「虫歯ゼロ ピッカピカ」の記事

で、毎回見ちゃうんですよね。こういうの見ちゃうよねとか、もっと市民参加型のページがあったらい

いし、今の歯の例だと、逆に「高齢者だけど、まだこんなに歯あります」みたいな記事があったら面白

いとか。 

あと、もっと部署ごとに、何か発信するものを持てればいいという話が出て。「今色々富谷が動いて

いるよね」じゃなくて、部署ごとに分けて情報発信していけば面白いんじゃないかという意見が出ま

した。自分たちとしてやりたいのは、広報紙を作りたいねくらいの勢いで話がまとまった感じです。 

 

Bチーム 

 

〈まとめ〉 

 簡単で継続性のある発信の仕方。 

 フランクな情報の方が世代を問わず伝わる。 

 市民参加型の枠を増やす。 

 部署ごとに情報発信していけば面白い。 
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〈中間発表〉 

私たちはまず広報とみやと LINE についてを中心に話し合いました。LINE の方は割と好意的な意見

が多く出て、情報の更新もあるし通知が便利。一つのイベントについて、1 回で情報がまとまって来る

のもすごく分かりやすい。広報紙だと情報が色々なページにまたがって載っていたりして、探しにく

いところがあって、そこが見やすくなればいいよねという話になりました。 

例えばどんな記事にしたら見てもらえるか、興味を持ってもらえるかというところでは、今の広報

紙は市役所の職員さんたち目線での発信ですけれど、そうではなくて、市民が何かに参加してみまし

たとか、市民目線での発信があったらいいという意見が出ました。あとはいかにも行政的なデザイン

をもっとおしゃれにしてもいいんじゃないかなと。そして、全体的に市、行政というところに興味を持

ってもらうためには、親近感を持ってもらうのが大事だろうというところで、例えば、一般の方だった

ら市長にお会いする機会もないと思うので、「今日の市長」みたいな感じで私服姿を見せるとか、今日

はおしゃれなネクタイしてるよとか、そういうのがあったら面白いんじゃないかと思います。職員の

方も、例えば自分の近所に何課の人がいるんだとかが分かるとすごく身近になるかなと思うんですね。

そこから、市、行政というものに興味を持ってもらうのも、一つ手かなと思いました。 

あとは防災無線を使って、例えば今日のイベント、ここでこんなことをやっていますというのを放

送する。やっぱり広報紙、LINE だけだと見落としていたりとか忘れちゃったりするので、そのとき「今

日○○やってます」みたいなアナウンスがあるといいという案が出ました。 

〈まとめ〉 

 LINE での発信は情報がまとまっていて分かりやすい。 

 その一方で、広報紙は情報が色々なページにまたがって 

いて探しにくい。 

 広報紙は、市民目線で、もっとおしゃれなデザインに。 

 市長、行政職員について発信して、親近感をもってもらう。 

 防災無線をイベントのお知らせに活用。 

Cチーム 
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テーマ 2：市の魅力を積極的に発信していくためのアイデア・提言 

 

 

 

〈最終発表まとめ〉 
 

 広報紙に市民が書く枠を設ける 

・身近な人や知っている人が関わっていたら、普段広報紙を見ないような人が読むきっかけ

になる。 

・市民が書いていると親近感が湧く。 

（行政の人が書いていると遠く感じる部分もある。） 

・リレー型で色んな人、色んな世代を巻き込んでいく。 

（いつも同じ人にならないように立候補制よりも指名で。） 

・テーマを事前に設定しておければ書くハードルも下がる。 

（例えば富谷の美味しいお店屋さんなど。） 

 

 ホームページを見やすくする 

・目的の情報に、自力でたどり着きやすくなるようにしたい。 

 

 回覧板に市としての全体の情報も掲載する 

・町内会で回している回覧板に市としての全体のイベントのお知らせなどを載せれば、市民

の目に留まる機会も増えてより有効に使える。 

Aチーム 
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＊＊ Aチームの最終発表 ＊＊ 

 

1 点目が、広報紙に１枠作ってもらって、市民が書く枠みたいなのがあったらいいんじゃないという

ことです。自分は以前、広報紙の表紙に載せていただいたことがあるんですけど、そのときに「載って

るから見たよ」、みたいな声を結構いただいたんですけど、グループの皆さんも同じような経験をした

そうで、知っている人が載っているから見るというのがあったので、例えば市民が一枠書いたことに

よって、「今回友達が広報紙の一枠書いているから見てみよう」というふうになったりとか、口コミが

広がったりするのではないかと思いました。親近感という話がさっきありましたけど、行政の方が書

いているってなるとちょっと遠く感じたりするところがあって、市民が書いている枠があるっていう

だけで親近感がちょっと上がるようになるのかなと思いました。 

それと、リレー型で今月号を書いた人が次月号

の人を紹介していく形でやったら、普段広報紙を

あまり見ないような人も、もしかしたら紹介によ

って初めて見るっていう人もいると思います。や

っぱり立候補っていう形にすると、いつも見てい

る人しか出てこないと思うので、リレー型にする

ことで色んな世代、色んな人を巻き込んでいける

のかなっていうふうに思いました。 

それから、何か１個テーマを決めるっていうことで、あるテレビ番組でタクシーの運転手さんにそ

の周辺で美味しいお店を聞くっていうのがあるんですけど、それを広報紙でやる。「富谷の美味しいお

店やさんありませんか」、みたいなのを市民でリレーでやっていけば面白いんじゃないかっていう話も

出たりしました。 

２点目は、ホームページを見やすくしたいということで、もう少し簡単にアクセスできるようにし

たいという意見が出ました。実際に富谷市役所に来れば、受付の案内の方がこの課に行ってください

と案内してくれるんですけど、ホームページにはそういう案内役みたいなのがないので。自分でどう

にかたどり着かなきゃいけないのがちょっと大変だよねっていうので。そこは具体的なところまでは

案が出なかったんですけど、何か見やすくできないかっていう話になりました。 

３点目に、町内会で回覧板を回していると思うんですけど、赤い羽根募金と町内清掃のお知らせと

かちょっとしたことしか載せてなくて。せっかく回すなら、「市民の意見大募集、わくわくミーティン

グ開催！」とか、こういう市としての全体の情報も載せれば、市民の方の目に留まる回数も増えて、い

いんじゃないかという意見が出ました。 
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〈最終発表まとめ〉 
 

 部署ごとにフランクな情報発信 

・広報紙に職員・業務内容の紹介枠を設け、月ごとに各課が担当して発信する。 

・硬すぎない文面。 

・行政をもっと身近に感じてもらう。 

 

 広報紙に町内会情報を掲載する 

・各町内会で行っているイベントを掲載すると、それを見て新しく取り入れる町内会もある

かも。 

・町内会対抗イベントを、広報紙を使って紙面上で開催する。 

 

 文字情報より写真を多用した広報 

・読む人の目に留まりやすいのは文字より写真。 

・イベント等は、写真で去年の様子を知ることが出来ればより参加しやすくなる。 

 

 見開きでフランクな情報と詳細な情報を載せる 

・広報紙のレイアウトを工夫。 

・片面ずつ載せれば、フランクな情報に目を留めてもらった後、横の詳細な部分も読んでも

らえるかも。 

Bチーム 
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＊＊ Bチームの最終発表 ＊＊ 

 

広報紙をまず何とかしようということで。硬い文

章はだれでも書けると思います。今ここにいる、誰

が書いてもこういう広報紙は作れると思うんですけ

ど、各部署ごとに業務内容とか担当職員の紹介なん

かを書いたら面白いんじゃないかと。○○課って言

われても何をしているのか具体に市民は分からない

ので、この課にはこういう方がいますっていう紹介

とか、そこに各部署の業務内容を入れることで市役

所に行きやすくなるんじゃないかという話が出まし

た。 

他には、各町内会について掲載してはどうかということで、富谷の課題として、新町地区と新興住宅

地、そしてそれ以外の地区の３つに分かれていると思っていて、そこをつなげるために、各町内会では

こういうイベントをしています、みたいなものを、面白いことをしている町内会があると思うので、そ

こを発信していく。それを見て、じゃあ自分の地区でもこういうことをやってみようと、色んな地区で

色々なイベントが出来ていく。運動会、前はやっているところが結構あったと思うんです。自分は明石

台なんですけど、昔参加したときすごく面白くて、各町内会で競って、あの人意外と足速いんだとか、

そういうのが見えて面白かったんですけど、それを紙面上で、各地区が競争してやる。 

それと、写真を増やして欲しいっていうのはすごく思っていて、色んなイベントの案内があるんで

すけど、結局見るのは写真なんですよ。文章だと通り過ぎちゃって、色んな面白いイベントがあるはず

なのに、そこがないので、昨年度の写真とか、実際の様子を見せることで参加してくれるのかなと思っ

ています。 

「図書だより」も毎回 6 冊分紹介が載ってますけど、そこの公民館の司書さんが何でその本を選ん

だのかとか、そういうところを入れていくことで読みたくなるようになるんじゃないかなと。 

こんな感じで今挙げたような情報を入れたいんですけど、フランクなものと詳細な情報を両面で入

れれば、見開きで読むとき、フランクな情報を見た後、横にある詳細な情報も見ると思うんですよ。そ

れと、さっきのグループでも出たように、知り合いが写ってると見てくれる。今年成人式だったんです

けど、自分も新成人の集まった写真で広報紙に載ったんですよ。それで富谷以外の友達とかも、置いて

あるところで見たよって写真撮ったのを送ってくれたり、すごく反響があったので。富谷市の人口約 5

万人を全員載せることは無理だけれど、仮に 5 千人が作るのに関わったら、その人に関わる 10 人が

見る。そうしたら 5 万人全員が見る広報紙が作れると思うので、住みたくなるまち日本一ではなく、

住みたくなるまち世界一、それを作ろうということで終わらせていただきます。 
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〈最終発表まとめ〉 
 

 市民が書くフリーペーパーを作る 

・民間主体のフリーペーパー。 

・最初は A4、1 枚くらいの情報量からスタート。 

・市の広報紙に挟む。 

・お店の情報とか、需要はあるけど行政では出来ない記事を書く。 

 

 学生参加のミニコーナーを作る 

・学生、若い人など、広報紙を読む人が少ない層にも記事を書いてもらいたい。 

・行きつけのカフェ情報。 

・逆に、普段行かないような場所にあえて行ってみた感想のコーナー 

 

 市役所職員を取材 

・市民の方が市役所職員を取材して記事を書き、それをフリーペーパーに掲載。 

・行政に興味持ってもらう・親近感を感じてもらうきっかけづくり。 

 

 防災無線の活用 

・イベントのお知らせなど、別の使い道を見つけたい。 

Cチーム 
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＊＊ Cチームの最終発表 ＊＊ 

 

先程のチームは広報紙の一部をという話だったんですけど、私たちのチームはいっそのこと、フリ

ーペーパーみたいなの１個作っちゃおうという話になりました。ペーパーの名前ももう決まって、「ア

イアイ・とみや」です。一つめのアイは愛情とかの愛。そして、もう一つのアイは市民目線の意味で、

目のアイ。それで「アイアイ・とみや」です。 

イメージとしては、最初は A4 の紙１枚くらいの情報量で、市の広報紙に挟んでもらうイメージで

す。この「アイアイ・とみや」を市民の方が作るんですけど、先程のチームの案でもあったように、や

っぱりお店の情報とか、そういうのがあると読みやすい。ただ、それを行政の広報で出来るのかってい

うところは、多分ハードルがあると思うので、もう民間でやっちゃえばいいんじゃないという話にな

りました。その中で学生、若い人とか、普段広報紙を読まないような人にも参加してもらいたい。そう

いう人に作ってもらいたいっていうのがあっ

て。例えば、学生の行きつけの場所、カフェみた

いなところの情報を載せる。あるいは全く逆に、

普段学生が行かないようなところに、あえて学

生が行ってみたら楽しかったとか、居心地がよ

かったみたいな感想を載せる、っていうような

コーナーを作る。 

あとはそれプラス、中間発表でアイデアを出

した市役所職員の方々の取材みたいなものも、

市民の方々がやって、それでフリーペーパーを作ってしまうというようなアイデアになりました。 

 

 

座長コメント 

今回のミーティングは若者が多く参加しており、当初のイメージでは、ソーシャルメディア、SNS

を用いた情報発信戦略の話題が中心になると思いましたが、議論の中心は「広報とみや」に置かれたと

いう印象を受けました。特に、市民の具体的な参加のデザインの必要性を提示することが出来たと思

います。「広報とみや」への市民参加の話もありました。ただ、このことは、決して新たな取組ではな

く、「広報とみや」創刊号においても、その傾向はみられたことを、

合わせて確認することができました。この場で、創刊号を見せて

いただき、話し合いの重要性に対する指摘など、原点を学ばせて

いただいたというのが感想です。先人に学びながらも、新たな手

段を交えて、幅広く情報発信を進めていくことが、いざという時

にも役立つことになると思います。 
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市長講評 

本日はありがとうございました。 

皆さんから貴重なご意見をいただきまして、広報などはすぐにでも取り入れたいというふうに思っ

ております。本当に具体的なご提案をいただきありがとうございます。そしてまたですね、皆さんに、

ぜひ広報戦略チームに加わっていただきたいという気持ちでおります。改めて、今日頂いた提言を一

つ一つ、今後の広報戦略プロジェクトに生かしていきたいというふうに思いますので、引き続きお願

いしたいと思います。 

最後に一つだけ。これは「広報とみや」の第１号になるので

すが、昭和３８年に富谷が村から町へ、単独で町政施行したの

を記念して翌年の３９年度から発行され、もう５８年の歴史に

なります。来月号で第 670 号になるんですけれど、それの第１

号の写しを今、皆さんに配らせていただきました。当時の様子

がうかがえるかと思いますので、改めてご自宅で読んでいただ

ければと思います。こちらの内ヶ崎康治氏が初代町長でござい

まして、最後のページの右下をご覧いただくと、出生という欄

がございます。当時は人口が少ないので、そのときに生まれた

子どもたちの名前が掲載されていて、なんとですね、第 1 号の

出生者に実は私の名前が載っているというオチで今日は締めた

いと思います。本日は誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



16 

 

 

 

  



17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


